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　ヒシのなかまの種子散布の方法は、鳥の羽毛

に付いて運ばれる動物散布（多田 2002）ある

いは水散布と動物散布の両方であると言われ

ている（中西 1994，ミュージアムパーク茨城

県自然博物館 2006，岡本ら 2011）。しかし、

実際に鳥がヒシの実を運んでいたという記録

は、新潟市佐潟におけるコハクチョウCygnus 

columbianus についての報告があるのみである

（渡辺 2000）。

　著者らは、2010 年 11 月 28 日、茨城県坂東市

神田山の菅生沼湖畔で、ヒシTrapa japonica

の実を付けたオナガガモAnas acuta 雌 1 個体

を観察したので、報告する。

　ヒシの実は、オナガガモの右胸に 1 個付いて

いて（図 1）、オナガガモが水面にいても、陸に

上がっていても、しっかり胸に付いたままだっ

た。オナガガモは、ヒシの実が気になる様子で、

嘴でしきりにつついていた。ヒシの実が、いつ

どこでオナガガモの胸に付いたのかは不明であ

る。

　ヒシの実は、沼の岸辺近くにたくさん浮いて

いたほか、岸辺にも大量に打ち上げられていた

（図 1）。オナガガモの胸に付いていた実や、沼

内に浮いていたり岸辺に打ち上げられていた実

は、すべて黒色であった。沼内に浮いている実

や岸辺に打ち上げられていた実を手に取ってみ

ると軽かったが、それらが熟していたかどうか

はわからなかった。

　ヒシの仲間には逆向きのトゲがあり、そのト

ゲは発芽の際水底に固定するためのアンカーの

役割を持つとともに、鳥の羽毛に付着するた

めの役割を担っていると言われている（中西 

1994，ミュージアムパーク茨城県自然博物館 

2006，岡本ら 2011）。しかし、後者については、

発芽能力のあるヒシの実は黒く熟す前に水の底

に沈むため、鳥に付着するチャンスはかなり少

ないのではないかという異論もある（伊藤・丸

山 2009）。渡辺（2000）は、水鳥による水草の

種子散布に関しては知見が決定的に不足してい

ることを指摘し、事例を集める必要があると述

べている。今回オナガガモに付いていたヒシの

実が熟していたかどうかは不明であるものの、

ヒシの実が鳥の羽毛に付着していたひとつの観

察例である。
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図　胸にヒシの実を付けたオナガガモと湖畔に打ち
上げられたヒシの実

Fig. Northern Pintail Anas acuta with a nut of Trapa 
japonica，and the nuts washed up on the shore.
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Northern Pintail  Anas acuta attached a nut of  Trapa japonica in breast feather
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Summary

 We observed Northern Pintail Anas acuta which was attached a nut of Trapa japonica on 

breast feather.　This observation suggests the possibility of seed of Trapa japonica 

dispersal by waterfowl.

Key Words :  Northern Pintail,  Anas acuta,  Trapa japonica,  seed dispersal


